
会議結果（要旨） 

会  議  名 令和元年度音更町上下水道事業経営審議会 

開 催 日 時 令和元年９月６日（金）午後１時３０分から３時２０分まで 

開 催 場 所 音更町総合福祉センター 

委 員 出 席 者 

小林会長、杉澤副会長、青木委員、五十嵐委員、杉田委員、髙川委員、

竹田委員、辰尾委員、辻田委員、富塚委員、西嶋委員、波多野委員、 

細海委員、松浦委員 

事 務 局 出 席 者 

鈴木建設水道部長、井原上下水道課長、工藤総務係長、川上料金係長、

平賀水道係長、松﨑水道担当主査、九本給排水係長、野中下水道係長、

浅野総務係主任、石井総務係主事 

傍 聴 者 数 なし 

議 題 ・ 諮 問 内 容 

１ 委嘱状交付 

２ 町長挨拶 

３ 議事 

  議案第１号 会長及び副会長の選出について 

  報告第１号 平成30年度決算及び 

平成31（令和元）年度予算の概要について 

    １ 水道事業 

    ２ 下水道事業 

会 議 資 料 議案及び参考資料についてはホームページに添付しています。 

会 議 結 果 

議案第１号 会 長 小林  勤  委員 

      副会長 杉澤 一枝 委員 

報告第１号 報告を承認 

（出された主な意見等） 

報告第１号 平成30年度決算及び 

平成31(令和元)年度予算の概要について 

  

委  員  水道事業の建設改良費が平成30年度決算と令和元年度予算

で大幅に増えている理由について 

事 務 局  平成30年度は令和元年度に比べ国道241号線の布設等の工

事費が少なかったことと、道道の拡幅工事に合わせて、新規

に布設するところがあるため、事業費が大幅に増えている。 

 

委    員   災害時の対応について。 

事 務 局  自然災害や事故に備え、緊急マニュアルを作成している。

浄水場や下水処理場には、非常用発電機を備えており、停電

時にも対応できるようになっている。昨年のブラックアウト

の際、宝来と温泉地区にあるマンホールポンプ所を動かすた

めに必要な発電機を確保するのに苦慮したことから、平成30

年度に非常用発電機を２基購入している。 

 



委    員  将来、人口減等により収入が減って、費用が減らないとな

ると収益の減少が予想されるが、それについてどのように見

通しているのか。 

事 務 局  水道事業の経営戦略の中では、この先10年くらいは現在の

水道料金で経営ができると見込んでいるが、20年くらい経つ

と更新事業に対する料金収入が減る見込であるため、将来的

には料金の値上げも検討しなければならない。 

      下水道事業については、初期投資の時の借金がかなりあり

、現在はそれを一生懸命返している状況。約6年後には借金の

残高が一定量まで減る見込みなので、その時点まではこのま

まの料金体系でいけると考えている。 

 

お 問 合 せ 先 建設水道部上下水道課総務係（内線３７８） 

 


